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1）クリアペーパーファイル用紙の選定

2）クリアペーパーファイル用インキの開発

3）クリアペーパーファイル用インキの試作

4）透明化装置の設計

5）ファイルになるまでの工程

6）透明化装置での検証

7）型抜き機、折機、圧着機での検証

インキ製造工程

ファイルになるまでの工程

年度 普及の想定

2021 病院、介護市場へ販売開始

2022 大手生命保険のニーズをつかむ

2025 子供、スポーツ市場へ拡大

2030 DM用封筒への拡販0
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材料調達

開発後
装置Y完成後
原価で調達

PPクリアファイルの代替製品
クリアペパーファイル

の製造販売

連携事業者
イワサキインターナショナル（株）
と用紙透明化装置Yを共同開発

都インキ（株）

36 37

透明化インクを活用した
「クリアペーパーファイル」の開発実証事業

用紙に塗ると高い透明度が出るインクを活用したペーパーファイルの製造により、PP 製
クリアファイルの代替を実現。

都インキ株式会社

 事業者紹介 

法 人 ・ 団 体 名 	：都インキ株式会社
本 社 所 在 地：大阪府大阪市
ウ ェ ブ サ イ ト：https://www.miyakoink.co.jp/
業　　　　　種	：製造業
法人の主な活動	：�印刷用インキ及び印刷用資材の製造・販売・輸出。
　　　　　　　　 印刷周辺機器の販売。

 事 業 概 要  

背景・目的
　当社は「におわなインキⓇ」という独自ブランド製品をもち、低臭性と抗菌性を実現しています。低臭性では、
お菓子等の包装紙に採用され、抗菌性では、SIAAに登録されておりマスクケース等の清潔性が要求される製品
に採用されています。
　昨今は速乾性UVインクの比率が増えてきて、UVの特性を活かした特殊インクの要望が増えています。当社の
UVインクはバイオマス比率15%～ 20%を目指し、その技術も確立しました。また、印刷会社にある不動在庫イ
ンク（使用期限切れは産業廃棄物として焼却される）を回収後、リユースし製造・販売するなど、環境に配慮した
製品の製造・販売、リユースに努めています。
　本実証事業では、PP製クリアファイルを高い透明度の紙製「クリアペーパーファイル」で代替するため、用紙に
含浸すると高い透明度が出るインクの開発と材料に適した用紙を検証し、印刷機実機での製造評価の実証を行い
ます。

実施概要
１�．当社が開発した用紙に塗ると高い透明度が出る
インクと紙との組み合わせのベストマッチを検証
する。
２�．用紙透明化装置を開発する。（イワサキインター
ナショナル（株）と共同開発）

代替される素材・リサイクル対象
❖ PP（ポリプロピレン）

導入製品・利用用途
❖ �クリアペーパーファイル（紙およびバイオインキ（当社が開発したインク。特許取得済））

 実証フロー 

 事業の効果 

普及目標
国内
　2030年までに、クリアペーパーファイルを年間55トンの販売を目指します。

国外
　本実証事業では、目標を設定いたしませんが、今後検討して参ります。

波及効果
❖ 用途の拡大
　�　紙素材の欠点のひとつである不透明性を解決することで、新たな用途が考えられます。例えば、POP用の
シールなど、紙の下にある文字や絵、写真等が見えることで、使用されることが期待されます。

CO2 削減効果
　石油由来プラスチック製クリアファイルを、紙およびバイオインキへの代替により石油資源消費量を削減、
CO₂排出量を削減することができます。


